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特集：沿線エリアの魅力創造
［南海電鉄にみるブランド・プロモーションと成長戦略］

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

関西国際空港へのアクセス路線である
南海電鉄「空港線」の輸送人員が大きく伸展している。
関西国際空港の開港に合わせて開業した空港線は、
空港利用者数の伸び悩みで輸送人員が低迷していた時期もあったが、
近年は訪日外国人の急増を受け、輸送人員数の更新が続く。
南海電鉄では空港線の開業以来、利便性の向上を目指し、
さまざまな施策を実施してきたが、
中期経営計画「深展１３３計画」では、３本柱の一つに
「関空・インバウンド事業の拡大」を位置付けている。
関西国際空港のＬＣＣ拠点化など訪日外国人の「旅行」が変化する中、
南海電鉄が進める取り組みを紹介する。

空港線を軸とした
 インバウンド事業の拡大

REPORT.Ⅰ



関
空
は
日
本
最
大
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
拠
点

週
に
１
１
０
０
便
を
超
え
る
国
際
旅
客
便

が
発
着
す
る
関
西
国
際
空
港
に
は
、
大
き
な

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
た
訪
日
外
国
人
の
姿

が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
日
本
に
到
着
し
た
ば
か

り
の
人
々
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
旅
へ
の
期

待
感
か
ら
か
、
会
話
も
少
し
声
高
だ
。

訪
日
外
国
人
数
は
、
平
成
24
年
に
は
年
間

８
３
６
万
人
だ
っ
た
が
、
翌
年
に
は
１
０
３ 

６
万
人
を
記
録
し
、
国
が
長
年
目
標
に
し
て

い
た
１
０
０
０
万
人
を
超
え
た
。
以
降
、
年

間
の
増
加
人
数
が
３
０
０
万
人
、
６
３
０
万

人
と
倍
増
し
、
平
成
28
年
に
は
２
０
０
０
万

人
を
超
え
、
２
４
０
４
万
人
に
達
し
て
い

る
。　２

０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
年
度
の

目
標
人
数
も
、
当
初
の
２
０
０
０
万
人
か
ら

４
０
０
０
万
人
に
倍
増
さ
れ
、
２
０
３
０
年

に
は
６
０
０
０
万
人
を
目
指
し
て
い
る
。

関
西
国
際
空
港
は
平
成
６
年
９
月
に
開
港

し
、
昨
年
４
月
に
民
営
化
さ
れ
た
。
就
航
便

数
は
こ
こ
数
年
急
増
し
、
今
年
の
国
際
線
夏

期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
旅
客
・
貨
物
合
わ

せ
、
過
去
最
高
と
な
る
週
１
２
６
０
便
を
計
画

し
て
い
る
。
好
調
な
推
移
を
牽
引
す
る
要
因

は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
で
、
国
際
線
で
の
割
合
は
約

３
分
の
１
、
国
内
線
で
は
約
半
数
を
占
め
る
。

平
成
24
年
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
専
用
の
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
「
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
」（
現
在
の
国
内

線
・
３
万
㎡
）
を
開
業
し
、
今
年
１
月
、
新

た
に
「
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
国
際
線
」（
３
万
６ 

０
０
０
㎡
）
を
開
業
し
た
関
西
国
際
空
港
は
、

国
際
線
17
社
20
都
市
・
国
内
線
４
社
12
都
市

を
結
ぶ
日
本
最
大
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

「
関
西
国
際
空
港
は
大
阪
湾
内
泉
州
沖
５

㎞
の
人
工
島
に
位
置
し
て
お
り
、
旅
客
、
貨

物
と
も
24
時
間
運
用
と
な
っ
て
い
る
。
訪
日

外
国
人
の
受
け
入
れ
態
勢
と
し
て
は
公
共
交

通
に
よ
る
移
動
が
い
か
に
整
備
さ
れ
て
い
る

か
、
深
夜
早
朝
の
時
間
帯
も
含

め
、
利
便
性
や
快
適
性
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
」

と
南
海
電
鉄
執
行
役
員
の
望
月

理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
事
業
部
長
は
語
る
。

急
激
な
利
用
増
に
対
応
す
る

混
雑
緩
和
策

空
港
ア
ク
セ
ス
を
担
う
空
港
線
（
泉
佐
野

－

関
西
空
港
）
は
、
関
西
国
際
空
港
が
開
港

し
た
平
成
６
年
に
開
業
し
た
。
現
在
は
難
波

駅
か
ら
本
線
を
経
由
し
て
関
西
空
港
駅
ま
で

特
急
・
急
行
・
普
通
列
車
を
運
行
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
語
の
「
速
い
」
と
い
う
意
味
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
特
急
「
ラ
ピ
ー
ト
」
は
関
西

国
際
空
港
開
業
と
同
時
に
導
入
さ
れ
た
。
深

い
ブ
ル
ー
の
車
体
、
独
特
の
先
頭
形
状
、
航

空
機
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
楕
円
窓
な
ど
、
強
さ

と
速
さ
を
随
所
に
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
が

特
長
で
、
20
年
以
上
経
っ

た
現
在
も
そ
の
新
し
さ
は

色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、

ホ
ー
ム
で
は
颯
爽
と
し
た

車
両
の
前
で
写
真
を
撮
る

人
が
後
を
絶
た
な
い
。
空

港
か
ら
大
阪
を
代
表
す
る

繁
華
街
「
ミ
ナ
ミ
」
ま
で

最
速
約
34
分
で
直
行
で

き
、
訪
日
外
国
人
も
多
く

が
全
車
両
座
席
指
定
の
特

急
ラ
ピ
ー
ト
を
利
用
す

る
。

今
年
１
月
の
関
西
国
際
空
港
の
拡
張
に
伴

い
、
南
海
電
鉄
も
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
利
用
客
が
多
い

深
夜
早
朝
の
増
発
を
メ
イ
ン
と
す
る
ダ
イ
ヤ

改
正
を
行
っ
た
。
早
朝
時
間
帯
で
は
５
時
台

の
下
り
空※

港
急
行
を
1
本
増
発
し
、
土
休
日

の
特
急
ラ
ピ
ー
ト
を
上
下
各
1
本
増
発
。
深

夜
時
間
帯
は
、
上
り
空
港
急
行
を
２
本
増
発

し
て
、
上
り
最
終
列
車
発
車
時
刻
を
15
分
繰

り
下
げ
、
特
急
ラ
ピ
ー
ト
は
上
下
各
1
本
を

増
発
、
最
終
の
発
車
時
刻
を
繰
り
下
げ
た
。

空
港
急
行
の
運
転
本
数
は
上
り
下
り
合
わ
せ

て
平
日
１
３
２
本
、
土
休
日
１
２
７
本
、
特

急
ラ
ピ
ー
ト
は
平
日
64
本
、
土
休
日
66
本
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
特
急
料
金
不
要
の
電
車
の
混
雑
緩

和
策
と
し
て
、
６
両
編
成
が
中
心
の
空
港
急

行
に
つ
い
て
も
８
両
編
成
の
運
転
本
数
を
増

や
し
、
空
港
線
全
体
の
３
割
を
８
両
編
成
の

運
行
と
し
た
。

さ
ら
に
、
空
港
線
で
は
利
用
客
の
大
き
な

荷
物
の
扱
い
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
ロ

ン
グ
シ
ー
ト
の
座
席
数
を
減
ら
し
、
ド
ア
際

に
荷
物
置
き
場
を
設
け
た
８
３
０
０
系
車
両

の
導
入
を
進
め
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

ち
な
み
に
、
電
車
の
運
行
時
間
外
は
南
海

※空港急行・特急ラピートの運転区間／下り：難波→関西空港　上り：関西空港→難波
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南海電気鉄道株式会社 執行役員
プロジェクト推進室
インバウンド事業部長

望月 理
Osamu MOCHIZUKI

■国際線旅客便数の推移（夏期スケジュール）
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■年度別輸送人員推移（空港線）
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出典：関西エアポート株式会社

出典：南海電気鉄道株式会社



グ
ル
ー
プ
企
業
が
運
営
す
る
リ

ム
ジ
ン
バ
ス
の
運
行
で
補
完
し
、

24
時
間
の
対
応
を
進
め
て
い
る
。

企
画
乗
車
券
を
発
地
で
販
売

南
海
電
鉄
で
は
、
平
成
22
年

か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
取

り
組
み
、
翌
年
に
は
営
業
推
進
室
内
に
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
部
を
設
置
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
28
年
に

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
に
移
管
し
て
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
事
業
部
に
改
称
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
進
め
て
い
る
。

担
当
部
署
が
で
き
て
最
初
に
手
掛
け
た
の

は
、
企
画
乗
車
券
の
開
発
だ
。

「
当
時
は
訪
日
外
国
人
の
目
標
が
ま
だ

１
０
０
０
万
人
で
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
問
客

が
増
え
始
め
た
頃
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
急

増
し
て
い
く
と
肌
で
感
じ
取
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
関
西
空
港
駅
で
す
ぐ
使
っ
て
い
た
だ

け
る
企
画
乗
車
券
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
」
と
望
月
部
長
は
振
り
返
る
。

社
内
で
検
討
す
る
中
で
最
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
の
は
販
路
だ
っ
た
が
、
南
海
電
鉄

も
加
盟
す
る｢

ス※

ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」

が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
企
画
乗
車
券

「K
A

N
SA

I T
H

RU
 PA

SS

」
を
、
韓
国
や

台
湾
な
ど
旅
行
客
の
発
地
で
販
売
し
て
い
た

の
に
倣
う
こ
と
に
し
た
。

「
関
西
空
港
駅
に
来
て
い
た
だ
い
て
か
ら

割
引
乗
車
券
を
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
エ

リ
ア
外
で
販
売
し
て
利
用
客
増
を
目
指
す
効

果
的
な
販
路
の
開
拓
や
現
地
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
紹
介
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
営
業
な
ど
、

ス
ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
大
変
な
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
」（
望
月
部
長
）

現
在
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
用
の
企
画
乗

車
券
は
関
西
国
際
空
港

－

大
阪
な
ん

ば
エ
リ
ア
の
移
動
を
中
心
に
し
た
も

の
だ
け
で
も
「N

A
M

BA
 A

ccess 
Rapi:t T

icket

（
関
西
空
港

－

難
波

間
の
特
急
券
付
き
往
復
乗
車
券
）」

「Y
O

K
O

SO
! O

SA
K

A
 T

ICK
ET

（
関
西
空
港

－

難
波
の
片
道
特
急
券

付
き
乗
車
券
と
大
阪
市
営
地
下
鉄
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ム
の
１
日
乗
り
放
題
）」

「O
saka City Subw

ay to K
ansai 

int'l A
irport

（
関
西
空
港

－

難
波
経

※関西を中心に岡山、静岡を含めた 64 の鉄道・バス事業者で構成される ICカードシステムおよび周遊券のネットワーク。

MINTETSU SUMMER 2017 10

Peach Aviation との共同企画で運行した
「Peach ×ラピート　ハッピーライナー」

空港特急ラピート出発式（平成 6 年）

「レトロフューチャー」をデザインコンセプトとするラピート。豹柄の座席、車内を貫く天井中央の蛍光灯と窓上照
明の組み合わせ、座席上部にはフライト感覚のハットラックが設置されるなど、快適な居住性が特長

南海電気鉄道株式会社
プロジェクト推進室
インバウンド事業部 課長

矢野 到
Itaru YANO

■国別来阪者数
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出典：大阪観光局
（JNTO「訪日外客訪問地調査」、観光庁「訪日外国人消費動向調査」をもとに推計）
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由

－

大
阪
市
営
地
下
鉄
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ム
の

い
ず
れ
か
の
駅
の
片
道
乗
車
券
）」
な
ど
旅

客
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
各
種
用
意
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
27
年
の
高
野
山
開
創

１
２
０
０
年
記
念
大
法
会
に
合
わ
せ
て
発
売 

し
た
「T

he W
orld H

eritage KOYA
SA

N
 

1200th anniversary ticket

」
の
よ
う
に
、

期
間
限
定
の
特
別
乗
車
券
も
適
宜
、
企
画
販

売
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
用

乗
車
券
を
、
混
雑
を
緩
和
し
な
が
ら
効
率
よ

く
よ
り
丁
寧
に
案
内
す
る
た
め
、
平
成
28
年

4
月
、
関
西
国
際
空
港
に
訪
日
外
国
人
専
用

の
窓
口
と
引
換
券
（
バ
ウ
チ
ャ
ー
）
専
用
の

「
南
海
チ
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

を
開
設
し
、
今
年
３
月
に
は
対
応
窓
口
を
さ

ら
に
１
カ
所
増
設
し
た
。

リ
ピ
ー
タ
ー
率
が
高
く
情
報
発
信
が
重
要

　
南
海
電
鉄
で
は
沿
線
を
は
じ
め
大
阪
の
情

報
発
信
に
も
注
力
し
て
い
る
。

「
企
画
乗
車
券
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
取
り
組
む
中
で
、
単
に
移
動
の
切
符
を
売

る
の
で
は
な
く
、
旅
行
者
の
目
的
地
を
つ
く

る
こ
と
が
重
要
だ
と
気
付
い
た
」
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
事
業
部
の
矢
野
到
課
長

は
語
る
。

来
阪
者
を
国
別
で
み
る
と
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大

し
て
い
る
中
国
・
韓
国
・
台

湾
・
香
港
が
４
強
で
、
こ
れ
ら

の
各
都
市
か
ら
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
利
用

で
わ
ず
か
数
時
間
、
片
道
１
万

円
ほ
ど
の
運
賃
で
大
阪
中
心
部
に

来
る
こ
と
が
で
き
る
。
団
体
旅

行
よ
り
個
人
旅
行
客
が
多

く
、
か
つ
リ
ピ
ー
ト
率
も

高
い
だ
け
に
ニ
ッ
チ
な
情
報

も
必
要
と
さ
れ
る
。

「O
SA

K
A

 T
O

U
RISM

 
GU

ID
E

（
大
阪
観
光
指

南
）」
は
海
外
の
旅
行
博
覧
会
を

中
心
に
、
空
港
や
駅
で
も
配
布
し

て
い
る
冊
子
だ
。
バ
ッ
グ
に
入
る
Ａ

５
判
サ
イ
ズ
で
40
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
乗
車

券
の
買
い
方
か
ら
電
車
の
種
別
、
な
ん
ば
・

心
斎
橋
周
辺
の
地
図
、
地
下
鉄
の
乗
り
方
、

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
場
所
、
免
税
カ
ウ
ン

タ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
グ
ル
メ
ま
で
詳
細

に
説
明
し
て
い
る
。

「
気
を
付
け
て
い
る
の
は
当
社
グ
ル
ー
プ

の
囲
い
込
み
に
な
ら
な
い
こ
と
。
南
海
関

連
の
施
設
だ
け
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く

街
全
体
を
周
遊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

す
る
。
実
は
以
前
は
心
斎
橋
の
知
名
度
が

高
く
、
隣
接
す
る
な
ん
ば
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
広
が
り
を
持
っ
て

周
知
に
努
め
た
こ
と
で
『
な
ん
ば
・
心
斎

橋
エ
リ
ア
』
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
」（
望
月
部
長
）

ま
た
、
関
西
の
民
鉄
５
社
と

Ｊ
Ｒ
、
大
阪
市
営
地
下
鉄
、
関

西
エ
ア
ポ
ー
ト
（
関
西
国
際
空

港
の
運
営
会
社
）
と
連
携
し
て

「
関
西
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路

線
図
」
を
作
成
し
て
い
る
。

「
通
常
は
鉄
道
会
社
ご
と
の

路
線
図
に
と
ど
ま
る
が
、
観
光
客
目
線
に
な

れ
ば
事
業
者
の
枠
を
超
え
て
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
分
か
る
」（
矢

野
課
長
）

平
成
25
年
３
月
に
開
設
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
ト「H

ow
 to Enjoy O

SA
K

A

」
は
更

新
頻
度
が
高
く
、外
国
人
に
も
人
気
が
高
い
。

「
以
前
は
日
本
語
の
Ｈ
Ｐ
を
そ
の
ま
ま
翻

訳
し
て
い
た
が
、
あ
ま
り
関
心
を
持
た
れ

ず
、『
お
客
さ
ま
目
線
で
つ
く
る
』
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
新
設
し
た
。
南
海
電
鉄
の
カ

ラ
ー
を
強
く
出
し
て
し
ま
う
と
、
企
業
Ｈ
Ｐ

に
な
り
興
味
を
引
か
な
い
。
そ
こ
で
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
で
あ
る
難
波
を
起
点
に
関
西
を
周
遊

で
き
る
よ
う
な
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
紹
介
や
Ｗ

Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
て
海
外
で
も
切
符
が
買
え
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
旅
客
目
線
で
必
要
な
情
報

や
機
能
を
盛
り
込
ん
だ
」
と
矢
野
課
長
は
そ

の
苦
労
を
語
る
。

な
ん
ば
・
心
斎
橋
エ
リ
ア
は
ス
ー
パ
ー
ブ

ラ
ン
ド
か
ら
Ｂ
級
グ
ル
メ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

モ
ノ
・
コ
ト
が
集
積
し
、
徒
歩
圏
内
で
観

光
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
グ
ル
メ
が
楽
し
め
る

の
が
強
み
だ
が
、
そ
う
し
た
大
阪
や
南
海
沿

線
の
魅
力
を
訪
日
外
国
人
の
目
線
で
捉
え
、

発
信
す
る
の
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
部
の
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ッ
フ
だ
。
現
在
、
中
国
、
韓

国
、
台
湾
出
身
の
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
制
作

を
支
え
、
時
に
は
駅
係
員
を
対
象
に
訪
日
外

国
人
対
応
に
つ
い
て
の
講
習
会
も
行
う
。

徐
薇
莉
さ
ん
（
上
海
出
身
）
は
「
上
海
で

は
『
旅
行
』
と
は
海
外
旅
行
の
こ
と
。
現
地

で
の
移
動
の
親
切
な
案
内
さ
え
あ
れ
ば
、
個

人
旅
行
で
い
ろ
い
ろ
な
所
に
足
を
運
び
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
で
は
ド
ラ
マ

や
映
画
で
日
本
の
生
活
を
見
て
い
る
の
で
、

自
分
た
ち
も
そ
の
習
慣
や
文
化
に
触
れ
る
よ

う
な
体
験
を
し
て
み
た
い
と
望
ん
で
い
る
人

も
多
い
。
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
魅
力
的
な

場
所
を
ど
ん
ど
ん
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
る
。

ま
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
人
の
目
線
で
現
地
の
魅
力
を
見

て
も
ら
お
う
と
、
関
西
国
際
空
港
に
勤
務
し

て
い
る
外
国
人
を
対
象
に
沿
線
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
も
実
施
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
の

ニ
ー
ズ
把
握
と
情
報
発
信
に
役
立
て
て
い
る
。

大
阪
の
ま
ち
へ
の
視
点
が
変
化

訪
日
外
国
人
の
動
向
を
分
析
し
な
が
ら
各

国
に
向
け
て
大
阪
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
公
益
財
団
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法
人
大
阪
観
光
局
の
野
口
和
義
専
務
理
事

は
、
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
の
来
阪
者
が
急
増

し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
「
東
京
よ
り
も
時

間
的
、
距
離
的
に
近
い
こ
と
が
大
き
い
。
し

か
も
ア
ジ
ア
の
人
々
に
と
っ
て
親
和
性
が
あ

る
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
混
在
し
た
ミ

ナ
ミ
が
人
気
。
ア
ク
セ
ス
面
プ
ラ
ス
ま
ち
の

魅
力
が
大
き
い
」
と
解
説
す
る
。

ま
た
、
関
西
国
際
空
港
と
南
海
電
鉄
の
ア

ク
セ
ス
は
大
阪
と
い
う
ま
ち
に
対
す
る
視
点

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
指
摘
す
る
。

「
こ
れ
ま
で
大
阪
と
い
う
ま
ち
は
新
幹
線

の
新
大
阪
駅
を
起
点
に
北
側
か
ら
見
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
阪
に
来
ら

れ
る
訪
日
外
国
人
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
難
波
に

入
る
と
い
う
こ
と
は
南
側
か
ら
見
る
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
視
点
に
つ
な
が
る
。

飛
行
機
で
関
西
国
際
空
港
に
着
き
、
連
絡
橋

を
渡
っ
て
、
海
の
先
に
賑
わ
い
を
見
な
が
ら

ま
ち
に
入
っ
て
く
る
。
そ
し
て
難
波
駅
に
着

く
と
な
ん
ば
の
ま
ち
が
広
が
っ
て
い
る
。
空

港
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
実
は
と
て
も
重
要

で
、
旅
行
者
の
印
象
に
影
響
が
大
き
い
」

（
野
口
専
務
理
事
）

大
阪
観
光
局
の
事
業
と
し
て
は
国
内
外
へ

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
周
遊
チ
ケ
ッ

ト
の
販
売
、
観
光
案
内
所
（
梅
田
・
難
波
）

の
運
営
、
多
言
語
で
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

マ
ッ
プ
の
制
作
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
ア
ジ
ア
に
は
日
本
の
学
校
に
学
び

た
い
と
考
え
る
学
校
が
多
く
、
各
国
の
若
い

世
代
に
日
本
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
大

き
な
意
義
が
あ
る
」（
野
口
専
務
理
事
）
と

し
て
、
日
本
の
小
中
学
校
・
高
校
・
専
門
学

校
に
海
外
か
ら
児
童
、
生
徒
や
学
生
を
受
け

入
れ
る
学
校
交
流
事
業
も
精
力
的
に
行
っ
て

い
る
。

「
観
光
で
も
若
い
世
代
が
増
え
て
お
り
、

地
元
の
人
と
親
し
く
交
流
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
仕
掛
け
が
も
っ
と
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
」
と
野
口
専
務
理
事
は
話
す
。

訪
日
外
国
人
目
線
で
の
観
光
素
材
の
掘
り

起
こ
し
も
、
地
元
と
の
交
流
を
目
指
し
て
商

品
化
を
進
め
て
い
る
。
訪
日
外
国
人
に
特
に

人
気
が
高
い
の
が
祭
事
や
伝
統
行
事
の
見
学
・

参
加
だ
が
、
大
阪
の
天
神
祭
で
は
、
観
覧
席

の
設
置
や
奉
拝
船
の
運
行
な
ど
の
観
光
素
材

化
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
阪
と
そ
の
周
辺

で
体
験
で
き
る
外
国
人
向
け
の
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「D

O
 FU

N
 O

SA
K

A

」
と

い
う
冊
子
に
ま
と
め
、
空
港
や
ホ
テ
ル
な
ど

で
配
布
し
て
い
る
。

一
方
、
観
光
素
材
の
掘
り
起
こ
し
や
商
品

化
の
課
題
と
し
て
は
、
現
在
、
訪
日
外
国
人

の
観
光
が
大
阪
市
内
に
集
中
し
が
ち
で
、
大

阪
府
内
全
域
に
足
を
延
ば
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
地
域
や
施
設
、
事
業
者
な
ど
の
連
携

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

「
例
え
ば
南
海
電
鉄
沿
線
に
は
、
難
波
か

ら
１
時
間
で
行
け
る
と
こ
ろ
に
金
剛
山
が
あ

り
、
そ
の
先
に
は
高
野
山
が
あ
る
。
古
墳
群

で
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
堺
市
に
は
茶
の

文
化
が
あ
り
、
泉
州
に
は
岸
和
田
の
だ
ん
じ

り
祭
り
が
あ
る
。
観
光
は
ア
ク
セ
ス
で
決
ま

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
、
観
光

素
材
の
掘
り
起
こ
し
は
鉄
道
会
社
の
力
な
く

し
て
は
で
き
な
い
。
協
力
・
連
携
し
て
観
光

素
材
を
掘
り
起
こ
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
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い
」
と
野
口
専
務
理
事
は
語
っ
て
い
る
。

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
前
後
に
も
大
イ
ベ
ン
ト

現
在
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
照
準
を
合
わ

せ
、
各
地
で
訪
日
外
国
人
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

大
阪
で
は
、
そ
の
前
年
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
翌
年
に

は
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
と
、
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
が
続
く
。
さ
ら
に
カ
ジ
ノ
を
含
む

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
や
国
際
博
覧
会

（
Ｂ
Ｉ
Ｅ
）
が
実
現
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

大
阪
を
訪
れ
る
訪
日
外
国
人
が
今
後
も
急
増

し
続
け
る
こ
と
は
確
実
だ
。

南
海
電
鉄
で
は
現
在
、
行
先
案
内
表
示
や

駅
名
看
板
、
足
元
サ
イ
ン
の
多
言
語
対
応
や

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
駅
や
ラ
ピ
ー
ト
車
内
で
の

フ
リ
ー
Wi-

Fi
サ
ー
ビ
ス
や
ス
タ
ッ
フ
配
置

な
ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
早
期
の
基
盤
整
備
完
了

を
目
指
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し

て
い
く
方
針
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
南
海
電
鉄
の
取
り
組
み
に
対

し
、
野
口
専
務
理
事
も
「
積
極
的
に
拡
充
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、

す
ぐ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
る
の
で
、
訪
日

外
国
人
に
と
っ
て
利
用
し
た
い
交
通
機
関
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
評
価
す
る
。

ま
た
、
異
常
時
に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
て
駅
内
・
車
内
の
多
言

語
放
送
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
各
駅
で
は
外

国
人
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど

整
備
を
進
め
て
い
る
。
駅
係
員
が
自
発
的
に

韓
国
語
講
座
を
自
分
た
ち
で
行
う
な
ど
、
ソ

フ
ト
部
分
で
の
地
道
な
努
力
も
日
々
続
け
て

い
る
と
い
う
。

矢
野
課
長
は
「
民
泊
が
増
え
た
こ
と
で
、

意
外
な
駅
で
訪
日
外
国
人
の
利
用
が
増
え
て

い
る
。
地
元
で
食
事
を
し
た
り
買
い
物
を
楽

し
む
ケ
ー
ス
が
増
え
、
当
社
の
社
員
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
地
元
の
方
々
の
対
応
や
マ
イ
ン

ド
も
明
ら
か
に
変
化
し
て
き
た
。
訪
日
外
国

人
の
増
加
が
ま
ち
の
元
気
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
、
沿
線
へ
の
好
影
響
を
説
明
す
る
。

さ
ら
に
、
今
年
４
月
に
は
、
南
海
電
鉄
と

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
、
台
湾
の
桃
園
国
際
空
港

と
桃
園
メ
ト
ロ
の
４
社
が
、
旅
客
の
利
便
性

向
上
と
沿
線
エ
リ
ア
の
認
知
度
向
上
を
図
る

た
め
、
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
日
本
と
台

湾
の
空
港
運
営
会
社
と
空
港
ア
ク
セ
ス
を
担

う
鉄
道
会
社
が
協
力
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
の
は
国
内
初
の
試
み
と
な
る
。

「
海
外
の
鉄
道
会
社
同
士
で
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
の
も
い
い
が
、
互
い
の
国
の
空

港
が
加
わ
る
と
活
動
に
も
っ
と
広
が
り
が
で

き
る
。
ロ
ー
ド
フ
ァ
ク
タ
ー
を
上
げ
よ
う
と

す
る
な
ら
、
相
互
送
客
で
考
え
る
こ
と
が
必

要
。
空
港
も
エ
ア
ラ
イ
ン
も
鉄
道
も
現
在
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
注
目
し
て
い
る
が
、
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
も
も
っ
と
重
視
す
る
べ
き
」
と

望
月
部
長
は
語
る
。
そ
し
て
空
港
利
用
に

は
、
ア
ク
セ
ス
す
る
鉄
道
会
社
と
地
域
と
の

連
携
が
今
後
さ
ら
に
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て

く
る
と
予
測
す
る
。

「
現
在
は
観
光
客
が
多
い
が
、
今
後
は
ビ

ジ
ネ
ス
誘
客
に
も
力
を
入
れ
た
い
。
大
阪
に

親
し
み
、
な
ん
ば
や
心
斎
橋
に
オ
フ
ィ
ス
開

設
を
希
望
す
る
ア
ジ
ア
の
企
業
も
増
え
て
く

る
だ
ろ
う
。
定
住
す
る
外
国
人
も
増
加
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
な
ん
ば
の
長
所
や
魅
力
を

発
信
し
続
け
て
い
く
に
は
努
力
が
必
要
だ

が
、
外
国
人
も
含
め
て
人
々
が
常
に
惹
き
つ

け
ら
れ
る
大
阪
ミ
ナ
ミ
で
あ
り
続
け
、
当
社

と
し
て
も
そ
れ
を
牽
引
し
て
い
き
た
い
」
と

望
月
部
長
は
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。
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上段左／難波駅に直結するなんばエリアの中核施
設「なんば CITY」、下段左／なんば CITY に開設
された免税カウンター、上段右・下段右／なんば
CITY に設置された「祈祷室」。インフォメーショ
ンセンターで申し込み、利用する


